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Ⅰ．法人実態 

 

1. 職員実態及び運営組織図（R7.3.31 現在） 

 

①職員実態 

 

 

②運営組織図 
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Ⅱ．理念・基本姿勢 

 

理 念 

 おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

  

  

  

お互いを知る

現在　⇒　5年後　⇒　10年後

｢その人らしい

生活｣を提供する。
それぞれの

居場所を作る

【佐用福祉会 10年後のビジョン】
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Ⅲ．令和 6 年度事業計画の実施状況について 

1. 法人本部 

 

【短期目標評価】 

○虐待防止委員会の開催。虐待防止等の為の従事者への研修を実施する。 

職員のストレスチェックと、要因分析。面談やラインケアの充実を行い、職員のメンタルケアを図る。 

 

○ほっとかへんネット佐用（佐用町社会福祉法人連絡協議会）への参画。 

前期 ・役員「監事」 

・実務者会議が月１回開催され、出席している。 

・佐用町地域福祉推進計画評価シート作成。 

・10/11 福祉避難所研修会１名参加 。 

後期 ・実務者・代表者会議への出席を行った。 

・12/12 福祉総合相談研修は５名参加。 

・2/8 公開セミナーは雪のため中止。 

 

【活動実績】 

  ○理事会 

  開催日 出席者 

248回理事会 R6.6.4 理事長他理事 6名、監事 2名 

249回理事会 R6.12.9 理事長他理事 6名、監事 2名 

250回理事会 R7.3.18 理事長他理事 6名、監事 2名 

 

○評議員会 

  開催日 出席者 

30回評議員会 R6.6.21 評議員 7名、理事長他理事 2名、監事 1名 

31回評議員会 R6.12.18 評議員 7名、理事長他理事 2名 

32回評議員会 R7.3.27 評議員 7名、理事長他理事 2名 

  

前期 ・6，7 月に従事者への虐待防止研修にて、グループワークを行い、虐待防止の意識を高めた。 

・9 月に虐待防止委員会を開催し、情報共有を図った。 

・入職した新任職員（9 名）へ、虐待防止研修を実施した。 

・職員のストレスマネジメント、メンタルケアは実施できず。 

後期 ・リスクマネジメント研修（10 月）、コンプライアンス研修（法人全職員）、アンガーマネジメント研修

（12 月）に随時参加し、その仕組みや実践手法等について理解を深めた。 

・3 月に虐待防止セルフチェックアンケートを実施し、日頃の利用者支援の振り返りを行った。 

・セルフケアの充実の為、ストレスチェックを実施した（12～１月）。個人の必要に応じて、産業医

との面接を行った。 
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2. 障害者支援施設 いちょう園（生活介護、施設入所支援、日中一時支援、短期入所） 

 

【短期目標評価】 

○個々に合わせた日課、行事を検討する。 

日課について、本人が選択し個別に検討する。 

 

○利用者さん主体の会議進行が出来るようにする。 

利用者のニーズの実現の為の取り組みを計画に組み込めるようにしていく。 

前期 ・会議に参加してもらうなか、軽度の利用者さんからの意見は以前より聞けるようになった。しか

し、中重度の利用者さんへの話しかけに対し、なかなか思いを話してもらえないこともあった。 

・利用者さんの思いを計画に反映する事が出来なかった。 

後期 ・少しずつニーズに配慮した計画変更を実施した。 

・個別支援計画委員の研修は実施することが出来なかったが、サービス管理責任者が集まり、

個別支援計画作成についての会議を実施した。 

 

○西はりま、誕生寺特別支援学校、NPO 法人みまさか他との情報共有と連携。 

欠席時対応業務の推進。特別支援学校高等部生徒の結合実習（3 年生）と体験実習（2 年生）の推進。 

前期 ・7 月、西はりま特別支援学校訪問（N さんモニタリング会議）。8 月、NPO 法人みまさか、相談支

援事業所ほのか美作他、岡山方面の相談支援事業所へ挨拶廻りを行った。9 月、誕生寺特別

支援学校訪問、挨拶を行った。 

後期 ・西はりま特別支援学校高等部 2 年生 1 名の体験実習を受け入れた。再来年度からの利用を希

望されている。 

・西はりま特別支援学校高等部 3 年生 1 名の来年度からの通所利用希望あり。学校、相談支援

事業所、繋がりのある他の福祉事業所、当園にてケース会議を行い、入所に向けた打ち合わせ

を行った。 

・赤穂特別支援学校から高等部 3 年生の進路希望があり、見学・面接・結合実習を行った。1 月

に短期入所体験を経て、関係者でのケース会議を行った。学校卒業後、いちょう園施設入所支

援、生活介護の利用を開始。（令和７年 3 月 31 日現在：入所 45 名、通所 25 名） 

 

 

 

 

 

 

前期 ・いちご狩り、喫茶いちょう、外食会、お楽しみ納涼祭、花火の日、ぶどう狩り、梨狩りなどの行事

を実施した。 

・通所、ぎんなん寮、のぞみ寮で職員を配置し所在確認を行った。 

後期 ・日課の中で曜日ごとに主になる日中活動を提供、また他の創作活動や外でボール遊びなどを 

行った。所在確認、様子伺いを 1 日 4 回ほど実施している。 

・利用者と共に買い物の実施は、できていない。 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

短期入所

利用日数
49 46 52 47 40 48 43 50 58 35 37 47 552

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

日中一時支援

利用日数
20 18 20 17 20 24 18 12 15 17 19 27 227

5年度利用件数　714件

5年度利用件数　131件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用日数 1,360 1,381 1,361 1,442 1,359 1,321 1,375 1,338 1,320 1,292 1,204 1,376 16,129

定員合計 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,400 1,550 18,250

利用率 90.7% 89.1% 90.7% 93.0% 87.7% 88.1% 88.7% 89.2% 85.2% 83.4% 86.0% 88.8% 88.4%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用日数 1,395 1,432 1,359 1,447 1,342 1,321 1,431 1,364 1,403 1,354 1,190 1,387 16,425

定員合計 1,540 1,540 1,540 1,610 1,610 1,540 1,610 1,540 1,610 1,610 1,400 1,610 18,760

利用率 90.6% 93.0% 88.2% 89.9% 83.4% 85.8% 88.9% 88.6% 87.1% 84.1% 85.0% 86.1% 87.6%

令和6年度　生活介護利用実績表（定員：70名）

令和6年度　　入所支援利用実績表（定員：50名）

5年度利用率　89.7％

5年度利用率　85.5％

○引き続き福祉避難所の町との調整を進める。 

マニュアルに沿った安全安心な避難誘導を行う。 

 

○相談支援事業所からの施設見学希望者の依頼は基本受け入れて利用につなげていく（短期入所、日中一時

支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ・引き続き佐用町と社会福祉協議会と連絡調整を行っている。ほっとかへんネットの会議でも今

後、福祉避難所については、検討予定である。 

・毎月の避難訓練を実施しているができないときは、職員対応での訓練を行った。 

前期 ・5 月の緩和以降、受け入れ件数が急増した。相談支援事業所等からの情報提供があれば面接

を行った。 

・休日の重度者の受け入れは 2 名までとし、調整を行った。特別支援学校生徒の放課後の利用

や、通所利用者の土日利用があった。 

・S さんのケース会議に参加し、平日日中の様子や他事業所の取組について情報収集を行っ

た。 

後期 ・入所希望者の体験での短期入所をご利用いただき、施設入所に繋がった。 

・新規利用希望者は、見学・面接を行い、体験の利用をしていただいた。利用後は入所検

討委員会を開き、その後の利用に繋げた。 

・以前から日中一時支援や短期入所のご利用のある方が、学校卒業後の進路として当園を

選択いただき、利用開始に繋がった。 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用日数 196 205 196 200 183 191 209 196 199 192 175 200 2,342

定員合計 220 230 220 230 230 220 230 220 230 230 200 230 2,690

利用率 89.1% 89.1% 89.1% 87.0% 79.6% 86.8% 90.9% 89.1% 86.5% 83.5% 87.5% 87.0% 87.1%

令和6年度　　就労継続支援B型実績表（定員：10名）

5年度利用率　84.9％

3. 就労継続支援 B型 ふれっしゅ 

 

【短期目標評価】 

○働きやすい環境の整備（利用者の体調管理 寒暖対策 等） 

役場対応職員の育成 

 

【総評】 

特別養護老人ホーム 朝陽ヶ丘荘と役場や体育館などの清掃作業を２グループに分かれて作業を行った。 

 

「特養班」は洗濯作業１名 居室掃除２名 廊下掃除１名 トイレ掃除１名の５人で清掃作業を行った。それぞ

れに分かれて作業を行い職員が常に見守りを行う事が出来ない環境にある。自分たちで作業を把握し、次々に

作業を行う事ができる様に、作業工程や作業のスピードが分かる様に、それぞれの利用者に合わせた視覚支援

を行った。特養で感染症などが蔓延し作業を行う事が出来ない期間には、いちょう園内の清掃作業を行い、安

定して作業を提供する事が出来た。 

 

「役場班」は役場や体育館などの清掃活動を中心に利用者５人（曜日によって変更有）で作業を行った。夏季

にはエアコンなどもなく、猛暑の中で作業を行った。空調服やアイスノン、塩分チャージ、バッテリー式の冷蔵庫

など様々な熱中症対策を行った。今年の夏は災害級の暑さだったが、体調を崩す方もなく作業を行う事が出来

た。厳寒期には電熱服等を使用し、少しでも快適に作業を継続する事ができる様に環境を整えた。障害特性に

合わせ、スケジュールやタイマーなどを使用し、自分で作業を進める事が出来る様に支援を行った。 

 

どちらの作業でも利用者が自分のペースで無理なく落ち着いて作業に取り組むことが出来た。工賃も安定し

て支払う事ができ、月平均３万５千円以上を支払う事ができた。 

 9 月に「ふれっしゅ」専属の職員を採用し、少数の職員での支援だが利用者も安心して作業に取り組むことが

出来ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

前期 ・空調服・アイスノン・ネッククーラー・バッテリー式冷蔵庫・塩分チャージ等の熱中症対策を行

い、体調不良になる利用者もいなかった。 

・役場等の対応職員を４人育成した。   

後期 ・各作業場で自分たちで作業を進める事ができる様に「視覚化」を取り入れながら働きやすい環

境の提供を行った。 

・厳寒期には電熱服の使用など寒さ対策を行い、体調不良者などが出る事もなかった。 

・９月から「ふれっしゅ」専属職員を採用する。 



7 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用日数 210 217 210 217 212 210 228 240 245 245 224 248 2,706

定員合計 240 248 240 248 248 240 248 240 248 248 224 248 2,920

利用率 87.5% 87.5% 87.5% 87.5% 85.5% 87.5% 91.9% 100% 98.8% 98.8% 100% 100% 92.7%

令和6年度　　共同生活利用実績表（定員：8名）

5年度利用率　87.1％

4. グループホーム たんぽぽ 

 

【短期目標評価】 

○グループホーム独自のイベントの企画。 

地域での活動への参加。 

 

○支援員、世話人合同の研修会開催。 

 

【総評】 

地域の中での生活を実感できるホームを目指して支援を行った。 

 

７月には大型買物として津山イオンへ全員で出かけた。何を買うか、どのルートで回るかなど、事前に利用者

と担任で相談し、楽しいショッピングとなった。 

 

女性 GH では、10 月に新規入所者が１名あり、男女ともに満床となった。 

 

入所者の触法行為があり、店舗への弁償、謝罪を行った。 

課題のある利用者ではあるが、それを踏まえて地域の中で生活が出来る環境の構築を図った。 

再発防止の為、持物を確認できる体制や環境の整備、ホーム内でのルールの見直しを行った。 

 

 利用者の健康面に関して、食事の見直しを行った。土日祝日の昼食など、自力で食事を準備する際に、カッ

プ麺とパンといった偏った食事になってしまっていた方がいらっしゃった。そこで、土日祝日の昼食を園で用意

し、バランスの良い食事を摂っていただいた。 

 

 

 

 

  

前期 ・7 月に津山方面へ、大型買物へ出かけた。 

・感染症蔓延防止が緩和となり、再開されたふれあい喫茶や、神社の清掃に参加できた。 

後期 ・10 月に龍山神社秋季例大祭へ参加した。（1 名は年齢の為参加を見合わせたいとの希望があ

り、不参加。） 

・町ぐるみ協議会センター清掃は継続して行えた。（偶数月第 2 土曜日） 

・H 勤を利用して小規模な買物外出を実施した。 

前期 ・4 月に臨時で会議を行い、支援員と世話人の業務見直しを行い、職員会議にて世話人へ説明

を行った。試験的に運用を始め、問題があれば見直しを行った。 

・グループホーム新任支援員が GH 職員全国大会へ参加。研修を受講した。 

後期 ・合同研修会は実施できず。各利用者の課題に対して、支援員・サビ管で臨時ケース会議を持

ち、月 1 回の職員会議にて、世話人と情報共有と検討を行った。 
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5. 相談支援事業所  すまいる 

 

【短期目標評価】 

○地域ニーズに応える相談支援と、持続可能な事業のバランスを図りながら、事業展開していく。 

 

○各相談員の見聞を広め、専任相談員としてのスキルアップを図る。 

 

【総評】 

 今期も相談員 3 名体制で、大きなトラブル等なく、順調に相談支援業務をまわす事ができた。前期に引き続き、

業務の簡素化、効率化を図った。また簡素化、効率化することで、若干ではあるが業務スケジュールに余裕が

生まれた。今後は、その余裕が生まれた時間について、児童の相談支援をより充実したもの(学校との連携の強

化等)にできるように考えている。 

新任相談員が入り、1 年が経過した。今期も新任相談員が独り立ちできるように、指導、育成を行った。新任

職員の能力を見極めながら、引き続き、独り立ちに向けて指導、育成を継続していくと共に、各相談員が自己研

鑽しながらスキルアップに努めていけるようにする。 

前期 ・地域別で未就学児、就学児の療育の利用状況を一覧表にした。また、その情報を小学校と情

報共有した。大人の地域別の障害種別やサービス状況等について、一覧表を作成中。 

・主に子供のケースにおいて、モニタリングの調整や、書類のやり取りなど LINE にてスムーズに

連絡調整できた。 

・必要に応じて、行政や他機関との情報交換が行えた。 

後期 ・児童のケースにおいて、地域別の利用状況をまとめた一覧表を作成した。 

・主に児童のケースにおいて、すまいる専用のスマホを用いて保護者との連絡調整を行ってい

る。調整の時間短縮に繋がっている。他地域のモニタリング報告書への署名方法を参考に、行

政と相談して、佐用町の利用者に限り、モニタリング報告書への署名の簡素化を図った。 

・必要に応じてサービス担当者会議を開催する等、多機関との連携が図れている。 

前期 ・西播磨相談支援部会(4,9 月)、佐用町相談支援連絡会(5,8 月)、医療的ケア児等コーディネー

ター連絡会(5 月)、佐用町トライアングルプロジェクト会議(6 月)、西播磨地域医療的ケア児研修

会(8 月)、相談支援従事者初任者研修、相談支援従事者基礎研修、佐用町特別支援教育コー

ディネーター合同研修会(8 月) 

・順次、主任から他の職員へケースの引き継ぎを行っている。新任職員には、いちょう園の利用

者を引き継ぎ、主体的に会議をまわしていけるようにサポートしている。 

後期 ・研修の情報があれば、日程調整して参加した。西播磨相談支援部会(1 月)、佐用町相談支援

連絡会(11,2 月)、医療的ケア児等コーディネーター連絡会(1 月)、佐用町トライアングルプロジェ

クト会議(1 月)、近畿地区知的障害関係施設職員研修会(10 月)、佐用町特別支援教育コーディ

ネーター合同研修会(2 月)、相談支援従事者初任者研修 

・大人数の会議など、経験の少ない場面の面接や進行を各相談員が経験し、相談員としての経

験値の向上を図った。 

・基本的な業務については、主任の補助なく個々で対応できるようにした。新任職員には、基本

的な業務が習得できるように、その都度助言や指導を行った。 
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令和 6 年度 相談支援実績 

 

 

 

 

令和 5年度実績…3,185件 

  

実人数

者 児 計

身体 72 1 73

知的 88 10 98

精神 26 1 27

児童 0 68 68

計 186 80 266

相談件数

身体

知的

精神

児童

その他

計

相談内容

身体

知的

精神

児童

その他

計 782 1679 30468 23 0 8 0 3

4 4

473 0 21 49

724265 375

92 258 475

84

4 19 1 3

266 510 840

45 12 41

1003

51 5 1 7

159 532

利用
計画・
ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ

その他 計

293 4 7 4 4

家族
関係・
人間
関係

家計・
経済

生活
技術

就労

社会
参加・
余暇
活動

権利擁護

1262 791 0 849 3046

福祉
ｻｰﾋﾞｽ
の利
用、苦
情

障害
や病
状の
理解

健康・
医療

不安
の解
消・
情緒
の安
定

保育・
教育

5 7 117 6 9 0

4 4

190 266 259 7244 3 2

169 94 136 475

309 270 234 840

1 5 65 1 4

2 2 22 1

590 161 220 1003

関係機関

会議（個
別、ｹｱ、担
当者、ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ）

圏域活動 その他 計

2 26 2 2

訪問 来所相談 電話相談 電子ﾒｰﾙ 同行
オンライ
ン相談
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6. 地域活動支援センター あさぎり 

 

【短期目標評価】 

○個別支援計画の実施のなかで、個々の利用者のニーズを探り、配慮する方法を考える。 

○業務継承なかで、改善点の洗い出しを行い、効率化を話し合っていく。 

 

【総評】 

1 年以上来られない利用者がおられ、所属されているグループホームへ問い合わせた所、本人が戻る気にな

った時の為に籍を置いてほしいとの事でしたが、7 月の会議で本人に戻る気がないとの事で退所決定された。 

時々時間外に様子見に来られたのでその都度お話したが結局気は変わることがなかった。 

新体制での 1 年だったが、新しい日課の流れが出来てきた。利用者の皆も日課を一緒に作っているという雰

囲気で積極的に動いてくれる。新しいパート職員も、徐々に連帯感や統一感が出来てきている。 

 

 

 

 

 

  

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用日数 189 174 180 188 145 166 188 172 173 162 159 152 2048

定員合計 315 315 300 330 270 285 330 300 300 285 255 300 3585

利用率 60.0% 55.2% 60.0% 57.0% 53.7% 58.2% 57.0% 57.3% 57.7% 56.8% 62.4% 50.7% 57.1%

令和５年度利用率　55.1 ％※９月より１名退所、現在籍14名

令和6年度　　地域活動支援センターⅢ型　利用実績表

前期 ・個別支援計画の様式にニーズ欄を作り、モニタリングの際に先ず、困っていること気になること

を聞き取った。また用紙にパート職員の検印欄も追加し全員に見てもらえるようにした。 

後期 各職員との打ち合わせ時、各利用者の行動に対する対応や結果の説明や聞き取りを行い対応

等皆が同じ行動が出来るよう共有し、後日に対応の結果など確認した。例）尿失禁対策に１時間

ごとの声掛けなど 

前期 ・随時気になる点など話し合い、スリッパの置き方の統一など行った。日課内で業務を完結する

ために仕分け、掃除など時間の変更や毎日しないことなど話し合った。 

後期 作業内容について流れや手順を取り決め、職員同士で確認しあうようにして、その都度共有する

ようにした。 
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他利用者へ

の不満

48%

要望

43%

個人の嗜

好・選択に

関わる事項

5%

ケアの内容に関わ

る事項 2%

その他

2% 相談の分類

他利用者へ

の不満

98%

要望

2%

相談の分類

要望

98%

サービス内容

2%

想定起因

件数 割合

他利用者への不満 28 48.3%

要望 25 43.1%

個人の嗜好・選択に関わる事項 3 5.2%

ケアの内容に関わる事項 1 1.7%

その他 1 1.7%

計 58

件数 割合

申出人の要望

話を聞いて欲しい 55 98.2%

改めて欲しい 1 1.8%

計 56

件数 割合

想定原因

要望 55 98.2%

サービス内容 1 1.8%

計 56

○相談の分類

○申出人の要望

○想定起因

7. その他 

 

⚫ 意見・要望・苦情解決報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※案件により、「申出人の要望」や「想定起因」が複数になる場合があります。 
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ぎんなん

55%

のぞみ

45%

ヒヤリはっと 部署別割合

ぎんなん

38%

のぞみ

59%

通所

3%

事故報告 部署別割合

転倒・転落

41%

薬関係

41%

無届外出

11%

暴力

3%

入浴

2%

誤嚥（窒息）

1% 自傷

1%

ヒヤリはっと 種別割合

薬関係

56%

転倒・転落

20%

その他

11%

無届外出

6%

誤嚥（窒息）

3%

自傷

2%

暴力

2%

事故報告 種別割合

ぎんなん 39 ①転倒・転落 29
のぞみ 32 ②入浴 1
通所 0 ③誤嚥（窒息） 1

合計 71 ④薬関係 29
⑤自傷 1
⑥暴力 2
⑦無届外出 8
⑧送迎 0
⑨その他 0

合計 71

ぎんなん 24 ①転倒・転落 13
のぞみ 38 ②入浴 0
通所 2 ③誤嚥（窒息） 2

合計 64 ④薬関係 36
⑤自傷 1
⑥暴力 1
⑦無届外出 4
⑧送迎 0
⑨その他 7

合計 64

○ヒヤリはっと報告

○事故報告

【部署別件数】 【種別件数】

【部署別件数】 【種別件数】

※令和5年度…36件

※令和5年度…18件

⚫ リスクマネジメント報告 
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⚫ 警備防災報告 

・避難訓練報告 

 

 

 

  

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月22日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 避難時のペア確認

6月21日 午前 昼間・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 消火栓による放水訓練

7月24日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 消防署、利用者、職員 避難訓練後、AED心肺蘇生法講習

10月24日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

1月21日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 職員非常時連絡網による連絡訓練

2月28日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

令和6年度　　防災訓練実績記録
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Ⅳ．人事育成報告 

 計画に沿って各種研修、採用、人事考課制度を実施した。 

 感染症防止、働き方改革への順応の為、一部不開催となった。 

 

1．外部研修報告 

月 日 テーマ（内容） 参加人数 場所 

5 15 フォロワーシップ研修 1 神戸市 

6 4・11・18 強度行動障害基礎研修 3 ※１ 

6 20 初めて福祉の仕事に就く人のための研修 1 ※１ 

6 24 福祉従事者新任職員研修 2 ※１ 

7 4 OJT リーダー養成研修（基礎編） 2 神戸市 

7 23 播淡地区職員研修会① 1 姫路市 

8 7 社会福祉法人主任/係長講座 1 ※１ 

8 19 全国知的障害関係施設長等会議 1 ※１ 

8 20 福祉従事者中堅職員研修 1 神戸市 

8 21 精神障害者地域移行・地域定着支援研修 1 神戸市 

8 28 令和 6 年度障がいスキルアップ研修会 1 ※１ 

8 28 播淡地区施設長・職員合同研究会 2 姫路市 

9 6 兵庫県相談支援従事者基礎研修 1 姫路市 

9 11 管理職のためのストレスケア研修 1 神戸市 

9 11 外国人介護職員活躍支援セミナー 2 ※１ 

9 12～13 全国グループホーム等研修会 1 神戸市 

9 19 福祉従事者のためのセルフケア研修 1 神戸市 

9 27 西播磨圏域・就労支援部会 1 たつの市 

10 3 社会福祉法人等研修会 1 神戸市 

10 4 リスクマネジメント研修 1 神戸市 

10 22～23 近畿地区知的障害者職員研修会 1 滋賀県 

10 30 令和 6 年度感染症対策研修会 2 たつの市 

11 8 新任職員ステップアップ研修 1 神戸市 

11 13 コーチング研修 1 神戸市 

11 13 播淡地区職員研修会② 1 姫路市 

11 18 事務職員交流研修 1 姫路市 

11 20 職場研修担当者研修 1 神戸市 

11 20 トラブルを防ぐ退職・解雇・雇止めの実務対応法 1 大阪市 

11 28 社会福祉法人経営青年会全国大会 1 神戸市 

12 9 強度行動障害支援者研修会 2 神戸市 

12 11 障害者支援施設部会情報交換会 1 姫路市 

12 13 管理職のためのアンガーマネジメント・ハラスメント防止研修 1 神戸市 
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12 17 福祉人材確保・定着力向上研修 1 神戸市 

12 17 姫路市障害福祉サービス実践報告会 1 姫路市 

12 19～20 障害者支援施設部会全国大会 1 広島県 

12 20 法人経営トップセミナー 1 ※１ 

1 14 多職種連携力を高める研修 1 神戸市 

1 23 栄養士・調理師等研修 1 神戸市 

1 23～24 全国児・者相談支援事業協会研修会 1 姫路市 

2 6 栄養士・調理師研修 1 神戸市 

2 20 福祉の集い 1 神戸市 

2 26 相談支援フォローアップ研修 2 たつの市 

3 5 播淡地区施設長会研修会 1 姫路市 

3 10 社会福祉法人の近未来展望 1 ※１ 

3 12 障害福祉事業経営セミナー 6 ※１ 

※オンライン開催。いちょう園内にて受講。 

2．内部研修 

開催回数 テーマ 講師 参加対象 

2 虐待防止研修 佐用福祉会 全職員 

4 成長力アップセミナー 原田社労士 一般職員（1～3 等級） 

1 新人研修 原田社労士 新人職員 

1 採用力アップ研修 原田社労士 管理職、係長、採用担当 

2 コンプライアンス研修 原田社労士 正職 

2 パートタイム職員研修 原田社労士 非常勤 

1 人事評価制度振り返り研修 原田社労士 主任以上の役職者 

 

3．職員報告 

 ○採用 ・R6.4.1  支援員     2 名 

・R6.4.1  事務員     1名 

・R6.4.1   相談員     1名 

・R6.4.8  支援員     1名 

・R6.4.22 支援員     1名 

・R6.6.4  看護師     1名 

・R6.6.24 支援員     2名 

・R6.8.1  支援員     1名 

・R6.9.1  職業指導員 1 名 

・R6.11.1 支援員     1名 

・R7.1.1  支援員     1名 

・R7.2.1  支援員     1名 

○退職 ・R6.5.31 支援員     1 名 

・R6.7.31 支援員     1名 

・R6.9.4  支援員     1名 

・R6.10.31 支援員     1名 

・R6.11.30 相談員     1名 

・R6.12.31 支援員     1名 

・R7.1.31 支援員   1 名 

・R7.3.31 支援員     1名 

・R7.3.31 施設長     1名 

 

 

 

4．人事考課制度 

   ・被考課者研修（年 1回予定）… 4月に実施 

   ・考課者研修（年 1回予定）… 4月、9月に実施 

   ・被考課者への評価及び、面接指導（前期・後期実施） 

… 前期（4～9月）、後期（10～3月）の 2回に分け実施。   
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Ⅴ．設備修繕報告 

 

 1.固定資産等購入報告 

エアコン 福元水道設備 \    205,700 のぞみ寮居室 

シャワーキャリー（入浴リフト） ワタキューセイモア \   1,029,200 のぞみ寮浴室 

エアコン ABCビデオ \    119,350 たんぽぽ栄町居室 

エアコン 福元水道設備 \   6,600,000 ぎんなん寮居室 19台 

 

 

 

 2. 建物・設備修繕報告 

建物・設備 施工業者 金額 備考 

エアコン室外機 三菱ビルソリューションズ \     132,000  通所棟モップ室 

業務用冷蔵庫、スチコン ホシザキ \     155,760  ぎんなん寮厨房 

エアコン室外機 三菱ビルソリューションズ \     159,500  通所棟モップ室 
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※入退所情報 

【入所】 

・佐用町 10 代男性（通所部・生活介護） 

・佐用町 50 代女性（入所部・生活介護） 

・太子町 20 代男性（入所部・生活介護） 

・赤穂市 10 代男性（入所部・生活介護） 

 

 

【退所】 

・上郡町 50 代男性（通所部・生活介護） 

・佐用町 80 代男性（入所部・生活介護） 

・淡路市 80 代女性（入所部・生活介護） 

・佐用町 80 代男性（入所部・生活介護） 

 

 

【所属変更】 

・佐用町 50 代女性 

（入所部・就労継続支援 B 型） 

→（通所部・就労継続支援 B 型） 

 

・たつの市 40 代女性 

（入所部・生活介護） 

→（共同生活援助・通所部・生活介護） 

45名

35名

80名

通所

合計

いちょう園利用者数

入所

最高齢： 83歳

最年少： 18歳

※平均年齢 

施設全体 50.8 歳 

（男性 47.7 歳、女性 54.3 歳） 

入所部   56.7 歳 

（男性 51.5 歳、女性 62.7 歳） 

通所部   43.1 歳 

（男性 42.9 歳、女性 43.3 歳） 

区分4 区分5 区分6 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

入所 通所

男 5 8 11 1 7 4 4 3

女 9 5 7 5 6 3 2

0
2
4
6
8

10
12

障害支援区分別利用者数（人）

佐

用

町

上

郡

町

姫

路

市

宍

粟

市

赤

穂

市

神

戸

市

西

宮

市

尼

崎

市

三

木

市

明

石

市

加

古

川

市

丹

波

市

太

子

町

香

美

町

津

山

市

佐

用

町

上

郡

町

た

つ

の

市

美

作

市

入所 通所

男 7 3 2 4 3 1 1 1 1 1 11 5 2 1

女 11 2 3 1 1 1 1 1 12 2 1 1

0

2

4

6

8

10

12

14

出身地別利用者数

10代20代30代40代50代60代70代80代10代20代40代50代60代70代80代

入所 通所

男 1 4 2 3 5 4 3 2 2 5 3 5 3 1

女 1 2 5 7 5 1 6 4 2 3 1

0
1
2
3
4
5
6
7
8

年齢別利用者数（人）

Ⅶ．資料   

 1.いちょう園 利用者実態（令和 7年 4月 1日現在） 
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平均年齢 施設全体 57.5歳 （男性 57.8歳 女性 56.8歳 ）

2.あさぎり 利用者実態（R7.4.1現在） 

 

あさぎり利用者人数…14名 
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3.沿革史 

 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎん

なん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設

を」という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館

を兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害児相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業

所すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり』として設立。 

⑧ 働く場所、訓練する場のニーズ増加に伴い、就労継続支援B型事業を開始。 

⑨ 防災の拠点、地域の交流の場として、「佐用城跡防災公園」を敷地内に竣工。 

⑩ グループホームたんぽぽ中町を開設（旧グループホームたんぽぽを、たんぽぽ栄町とする）。 

⑪ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】

 

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了
平成29年 7月 佐用町の委託を受け、地域生活支援拠点事業開始
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり開設 地域活動支援センターⅢ型指定
令和2年 4月 就労継続支援B型事業開始 いちょう園内にて。定員10名。
令和2年 11月 「佐用城跡防災公園」竣工式
令和3年 4月 グループホーム　たんぽぽ中町　開設 定員4名

（旧たんぽぽを　たんぽぽ栄町　に改名）

平成 9年

いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

入所定員50名（重度20名）
通所定員22名

4月

4月 いちょう園に名称変更

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

自立支援法新体系移行平成21年

　　〃　年 相談支援事業所すまいる開設

4月

4月 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定
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4.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふれあい会館

第1駐車場

のぞみ寮

倉庫

佐用城跡防災公園

洗濯場
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【グループホームたんぽぽ栄町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ中町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 3043-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


